
函館大谷短期大学学生特別支援規程

（目的）

第１条 この規程は、障害者基本法および障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律

その他の法令ならびに障害者の権利に関する条約の定めに基づき、本学学生への合理的配

慮に関し必要な事項を定めることを目的とする。

（定義）

第２条 この規程において、合理的配慮が必要な学生（以下「要支援学生」という。）は、

次に掲げる学生をいう。

⑴ 身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む）その他の心身の機能に障害があり、

障害および社会的障壁により継続的に日常生活または社会生活に相当な制限を受ける状

態にある学生

⑵ その他学生特別支援室長が必要と認める学生

（責務）

第３条 学長は、要支援学生に対し不当な差別的取り扱いをすることにより、当該学生の権

利利益を侵害することのないよう、全学的な合理的配慮の提供（以下「配慮」という。）

の提供を推進するための具体的方策を講じなければならない。

第４条 学科長は、学科内において要支援学生に対し不当な差別的取り扱いをすることによ

り当該学生の権利利益を侵害することのないよう、学生特別支援委員会（以下「支援委員

会」という。）が定める合理的配慮を実施しなければならない。

第５条 教職員は、学科内において要支援学生に対し不当な差別的取り扱いをすることによ

り当該学生の権利利益を侵害することのないよう、支援委員会が定める合理的配慮の提供

に努めなければならない。

（合理的配慮の申し出）

第６条 要支援学生は、入学前、入学後のいずれの時期においても、修学に必要な支援を申

し出ることができる。

第７条 合理的配慮の申し出は、学生特別支援室長（以下「支援室長」という。）が受理し、

要支援学生の教育的ニーズおよび意思について十分な聴取を行い、支援委員会に報告しな

ければならない。

（支援計画の策定）

第８条 支援委員会は、要支援学生の合理的配慮の申し出に対し、その教育的ニーズと意思

を十分尊重したうえで、関係各部と協議するものとする。この場合において、合理的配慮

が必要であると認めるときは、学生特別支援室（以下「支援室」という。）に個別の支援

計画を策定させるものとする。

（合意の形成）

第９条 個別の支援計画は、当該学生の合意を得て決定しなければならない。

２ 支援委員会および支援室は、当該学生に対し個別の支援計画について十分な説明の機会

を設け、合理的配慮の内容に関する共通理解および合意の形成を図るものとする。



（合理的配慮の実施）

第10条 合理的配慮は、要支援学生が所属する学科が、主たる責任を持って実施する。

第11条 支援委員会は、合理的配慮が円滑に行われるよう、関係する各部および各委員会等

間の調整を図るものとする。

第12条 支援委員会は、合理的配慮の実施にあたっては、関係する各部・各委員会等への連

絡、学外機関との連携等を行うものとする。

（相談対応）

第13条 支援委員会は、合理的配慮が円滑かつ継続的に行われるよう、要支援学生および支

援にあたる学生、教職員からの相談に的確に応じ、課題の解決に努めなければならない。

（学生特別支援に係る事務）

第14条 学生特別支援に係る事務は、事務局学生支援部担当において処理する。

（秘密保持義務）

第15条 学生特別支援に従事する者および事務に従事する者は、正当な理由なく、要支援学

生および学生特別支援に関して知り得た秘密をみだらに他に漏らしてはならない。その職

を辞した後も同様とする。

（補足）

第16条 この規程に定めるもののほか、この規程の実施に必要な事項については、学長およ

び支援委員会が定めることができる。

附 則

この規程は、令和元年１２月２１日から施行する。

附 則

この規程は、令和５年１０月１日から施行する。



函館大谷短期大学学生特別支援委員会規程

（目的）

第１条 この規程は、函館大谷短期大学において、合理的配慮が必要な学生が不当な差別的

取り扱いを受け、当該学生の権利利益を侵害することのないよう、全学的な合理的配慮の

提供の推進を図るために設置する学生特別支援委員会に関し、必要な事項を定めることを

目的とする。

（定義）

第２条 この規程において、合理的配慮が必要な学生（以下「要支援学生」という。）は、

次に掲げる学生をいう。

⑴ 身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む）その他の心身の機能に障害があり、

障害および社会的障壁により継続的に日常生活または社会生活に相当な制限を受ける状

態にある学生

⑵ その他学生特別支援室長が必要と認める学生

（審議事項）

第３条 学生特別支援委員会（以下「支援委員会」という。）は、次に掲げる事項を審議す

る。

⑴ 要支援学生の合理的配慮の申し出に関する事項

⑵ 合理的配慮の内容に関する事項

⑶ 合理的配慮に係る関係各部および各委員会等の調整に関する事項

⑷ 学生特別支援体制に関する事項

⑸ 施設・設備の整備に関する事項

⑹ その他要支援学生の修学支援に関し必要と認める事項

（組織）

第４条 支援委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

⑴ 学長

⑵ 学科長

⑶ 学生特別支援室長

⑷ 事務局（学生支援部担当）

２ 前項に掲げる者のほか、委員長が必要と認める者を構成員に加えることができる。

（委員長）

第５条 支援委員会に委員長を置き、学長をもって充てる。

（任期）

第６条 支援委員会の委員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、年度の途中におい

て委嘱された委員の任期は、当該年度の末日までとする。

（会議）

第７条 委員長は委員会を招集し、その議長となる。

２ 委員長に事故あるときは、学生特別支援室長がその職務を行う。

（議決）

第８条 支援委員会は、委員の過半数の出席をもって成立する。

２ 議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは議長の決するところによる。



（議事録）

第９条 支援委員会は、議事録を作成し保管しなければならない。

（意見の聴取）

第10条 支援委員会は、必要と認めたときは委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くこ

とができる。

（学生特別支援室）

第11条 支援委員長は、必要に応じて特定の事項について専門的に調査・検討するため、専

門部会として学生特別支援室を置くことができる。

２ 学生特別支援室の任務、組織、運営等に関し必要な事項は別に定める。

（事務）

第12条 支援委員会に関する事務は、事務局の学生支援部担当において処理する。

附 則

この規程は、令和元年１２月２１日から施行する。

附 則

この規程は、令和５年１０月１日から施行する。



函館大谷短期大学学生特別支援室規程

（趣旨）

第１条 この規程は、函館大谷短期大学学生特別支援委員会規程第１１条に基づき設置する

函館大谷短期大学学生特別支援室（以下「支援室」という。）に関し、必要な事項を定め

るものとする。

（設置目的）

第２条 函館大谷短期大学における学生特別支援が円滑かつ適切に行うため、関係各部およ

び各委員会等と連携を図り、合理的配慮が必要な学生（以下「要支援学生」という。）が

平等かつ公平な修学環境を得られるよう、当該学生等の相談窓口として支援室を設置する

する。

（定義）

第３条 この規程において、合理的配慮が必要な学生（以下「要支援学生」という。）は、

次に掲げる学生をいう。

⑴ 身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む）その他の心身の機能に障害があり、

障害および社会的障壁により継続的に日常生活または社会生活に相当な制限を受ける状

態にある学生

⑵ その他学生特別支援室長が必要と認める学生

（支援室等の業務）

第４条 支援室は、次に掲げる業務を行う。

⑴ 入学を希望する合理的配慮が必要な者への情報提供及び相談対応に関すること

⑵ 合理的配慮が必要な者の入学者選抜における受験上の配慮に関すること

⑶ 要支援学生の合理的配慮の申し出等の相談対応に関すること

⑷ 要支援学生の障害の教育的ニーズの把握に関すること

⑸ 要支援学生の個別の支援計画策定に関すること

⑹ 要支援学生の募集、養成および支援組織の運営管理に関すること

⑺ 学内外における学生特別支援への理解啓発に関すること

⑻ 学内における合理的配慮の合理性の調整に関すること

⑼ その他学生特別支援に関し必要なこと

２ 学生特別支援室長（以下「支援室長」という。）は、前項の業務のほか次の業務を行う。

⑴ 入学を希望する合理的配慮が必要な者および要支援学生から提出された、合理的配慮

の申し出の受理に関すること

⑵ 学生特別支援委員会に前号の処理により把握した教育的ニーズ、関係各部および各委

員会、学外期間等との連絡調整の必要性について報告すること

⑶ 合理的配慮の申し出の承認

⑷ その他学生特別支援に関し必要と認められること

（組織等）

第５条 支援室に、支援室を運営管理する支援室長を置く。

２ 支援室長は、本学専任教員の中から学長が任命する。

３ 支援室長の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、支援室長が任期途中で退任した

場合の新任者の任期は、前任者の残任期間とする。



第６条 支援室に支援室長を補佐する職員（以下「支援室員」という。）を置く。

２ 支援室員は、本学専任教員の中から支援室長の推薦により学長が任命する。

３ 学長は、前項に定める支援室員以外に専門的知識を持った者を委嘱することができる。

４ 支援室員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、支援室員が任期途中で退任した

場合の新任者の任期は、前任者の残任期間とする。

第７条 支援室は、次に掲げる者をもって組織する。

⑴ 本学専任教員

⑵ 学生特別支援コーディネーター

⑶ カウンセラー

⑷ スクールソーシャルワーカー

⑸ 事務職員

⑹ その他必要な教職員

（合理的配慮の申し出）

第８条 入学を希望する合理的配慮が必要な者および要支援学生は、支援室長に別記様式に

より合理的配慮の申し出をしなければならない。

（事務）

第９条 支援室に関する事務は、支援室において処理する。

（雑則）

第10条 この規程に定めるもののほか、支援室の運営について必要な事項は、支援室長が別

に定めることができる。

附 則

この規程は、令和元年１２月２１日から施行する。

附 則

この規程は、令和５年１０月１日から施行する。



申出日

機関

担当者

修学上 困難
伴う事項

障 害 者 手 帳

診 断 書 無

無

別記様式 第８条関係

〒

携帯電話

続柄

年 日

□ビ ネ 情報学科 □こ も学科

視覚 聴覚 肢体 病弱 虚弱 精神 発達 そ 他

障 い 病 診断

〒

次 修学 関す 合理的配慮 提供 希望します

掛 ってい
医療機関
支援機関等

学 科 

入学年度

氏

電話番号

E-mail

氏

電話番号

代
理
人

申

出

者

住 所

身体  精神  療育  そ 他

合理的配慮 申出書

函館大谷短期大学学生特別支援室長 様

学籍番号年度

住 所

携帯電話

障 い 病



希望す 合理的配慮 具体的

□

□

□

□

※

※

ＡＴ 支援機器 支援技術 活用許可

そ 他

添付書類 □診断書 あ 場合 □障害者手帳 写し

コミュニケ ョン け 配慮

合理的配慮 内容 相談 うえ決定します

学外 意 く共 す こ あ ませ

環境調整 関す 配慮 施設 設備 教材



申出日

機関

担当者

入学試験 け 受験上 配慮 申出書

年 日

函館大谷短期大学学生特別支援室長 様

次 入学試験 関す 合理的配慮 提供 希望します

志望学科 □ビ ネ 情報学科 □こ も学科

別記様式 第８条関係

申

出

者

氏

住 所
〒

電話番号 携帯電話

障 い 病

視覚 聴覚 肢体 病弱 虚弱 精神 発達 そ 他

障 い 病 診断

E-mail

代
理
人

氏 続柄

住 所
〒

電話番号 携帯電話

掛 ってい
医療機関
支援機関等

受験上 困難
伴う事項

診 断 書 無

障 害 者 手 帳 無 身体  精神  療育  そ 他



希望す 合理的配慮 具体的

□

□

□

□

※

※

ＡＴ 支援機器 支援技術 活用許可

環境調整 関す 配慮 施設 設備 教材

コミュニケ ョン け 配慮

添付書類 □診断書 あ 場合 □障害者手帳 写し

合理的配慮 内容 相談 うえ決定します

学外 意 く共 す こ あ ませ

そ 他


